
 

 

 

 

 

 

 

 

     

  

 

 

 

 

 

浜坂高校通信 

２年生 台湾への修学旅行 

１０月２２日(火)～２５日(金)、２年生が修学旅行で台湾へ行きました。姉妹校である屏東県東港高級

中學との交流、夜市、『千と千尋の神隠し』の世界観に似た九份の散策、故宮博物院見学と充実した内

容に大満足でした。３日目以降はあいにくの雨となりましたが永康街や九份での班別行動を存分に楽し

みました。 

満足度が高かった項目（活動内容を 5 段階評価）  



「公共」の夏休み課題『台湾新聞を書こう』 

①歴史②食③言語④地理⑤文化の５つからテーマを 1 つ選び、調べた内容と考えたこと

をＡ４用紙１枚にまとめる。 

 

台湾の歴史を学び、日本との関係性について考えを深める。 

2 年「公共」の時間に学年の山田先生から台湾の歴史について学びました。 

『異文化理解に向けて』 パネルディスカッション 

日本と異なる台湾文化を示すスライドを見ながら、グループ毎に問題に回答する。台湾

出身の川口斐斐先生とシンディ先生のお二人をパネラーとして迎え、解説をしていただ

きました。台湾の文化、教育、社会の在り方について理解を深め、自分の目で見、体感

することを通して日本の文化や社会を対象化することができます。その上で互いの良さ

を認め合う意識の醸成に努めました。 

『台湾語で会話レッスン』 

シンディ先生にＨＲにお招きし、お店での注文の際の中国語での日常会話等をご指導い

ただき、永康街の班別学習での行き先を決める上でのアドバイスをいただきました。 

修学旅行の事前学習 

『台湾で学んだこと』 

毎日のように報道されていたロシアによるウクライナ侵攻のニュースは、いつしか目にすることが少なくな

っている。それは、私たちにとっては遠い国の出来事であって、私たちには関係のないことのように感じて

いるからではないだろうか。日本は平和な国であり、日本に住んでいる間は侵攻や紛争というものを無縁に

感じてしまうのは当然である。しかし、だからといって海外の出来事は他人事と捉えてしまって良いのだろう

か。（中略） 

今も世界のどこかで紛争が起こっている。しかし、私たちはそのことを知らずに生きている。また戦争まで

とはいかずとも、国内でも意見の対立する人同士で争いが起こっている。この現状を平和と呼んでも良い

のだろうか。私の考える平和な世界とは、全ての人が互いに歩み寄り、それぞれの意見が尊重されること

だ。そのような世界の実現には、相手の気持ちを考える想像力を持ち、限界までわかり合おうとすることが

必要である。もし分かり合えなかったとしても武力に頼ることなく、話し合いで解決しようとする努力をし続け

てほしい。 

 私は台湾への修学旅行を通して、コミュニケーションの重要性と可能性に気づくことができた。今後も

周囲の人との対話を大切にして、互いに意見を尊重し合える人間関係を築いていきたい。 


